
 

 

関係省庁新型インフルエンザ対応机上訓練の実施結果について 

 

 平成１８年９月１２日、関係省庁新型インフルエンザ対応机上訓練を実施し、

また本日、鳥インフルエンザ等に関する関係省庁対策会議を開催したところ、

その結果の概要は以下の通りでありますのでお知らせします。 

 

記 

 

１ 訓練の概要 

９月１２日午前１０時、鳥インフルエンザ等に関する関係省庁対策会議が開

催され、訓練開始が宣言された。会議出席者が各省庁に戻った午前１０時３０

分から、内閣官房より、今回参加した鳥インフルエンザ等に関する関係省庁対

策会議の構成員である府省庁に対し、パンデミックフェーズの４から５で想定

される新型インフルエンザ発生及び拡大状況とそれに伴って発生することが想

定される状況を示すシナリオ（参考資料）、それらの状況に合わせた訓練課題（全

ての府省庁に共通する全体課題７題、個別の府省庁に関係する個別課題４０題）

が送付された。 

シナリオ及び訓練課題はほぼ 1 時間おきに６回送付され、おおむね規定時間

内（２時間）に回答が返信され。特に大きな混乱はなく終了した。 

翌１３日１６時、鳥インフルエンザ等に関する関係省庁対策会議が開催され、

訓練に参加した各府省庁より今回の机上訓練の結果等について報告されるとと

もに、今後とも、関係省庁一体となった対策の取組みを進めていくことが確認

された 

 

２ 主な訓練の成果及び課題 

○ 各府省庁における情報共有体制及び意思決定過程が再確認されるとと

もに、各省連携の強化が図られた。 

○ 省庁間の机上訓練のみならず、自治体等を関与させた同様のフェーズ

における訓練の必要性が確認された。 



 

○ 今回の訓練により、どのような事態が発生するか多種多様であること

が理解され、事前の準備の重要性が確認された。 

○ 今後さらなる訓練により、今次訓練にはなかった個別課題等に対する

意思決定過程を確認することも重要である。 

○ 新型インフルエンザの発生に備えた各種マニュアルやガイドラインの

更なる充実が必要。 



 

（参考資料）当日配布されたシナリオ 

【当日配布シナリオ①】 

日本時間 出来事（注：訓練用のシナリオです） 

9 月 12 日 

9 時 

厚生労働省より内閣官房に対して、ＷＨＯがパンデミックフェー

ズをフェーズ４にあげる見込みであることを伝え、内閣官房より各

省庁に対して、9 月 12 日午前 10 時より関係省庁対策会議が開催さ

れる旨連絡があった。 

9 月 12 日 

10 時 

ＷＨＯは疫学調査の結果も踏まえ、ジュネーブ時間の午前３時

（日本時間午前 10 時）に正式にパンデミックフェーズをフェーズ 4

にあげるとともに、エックス国現地時間 9 月 13 日 8 時（日本時間

同日午前 10 時）よりインフルエンザパンデミック早期封じ込め作

戦を実施することを決定した。 

早期封じ込め作戦を実施するにあたり、ＷＨＯが備蓄していた抗

インフルエンザウイルス薬リン酸オセルタミビル（商品名：タミフ

ル）をエックス国へ輸送することが決定されたが、時差の関係から、

早期封じ込め作戦の実施時間に間に合わない可能性が出てきた。 

このため、ＷＨＯはＡＳＥＡＮ事務局にある日本支援のタミフル

50 万人分を緊急的にエックス国へ搬送することを要請した。また、

エックス国でのサーベイランスを強化するため、専門家派遣を各国

へ要請した。 

国際獣疫事務局（ＯＩＥ）と国際連合食糧農業機関（ＦＡＯ）は

共同でエックス国に専門家チームを派遣することとして、各国に対

して専門家の派遣を要請した。 

9 月 12 日 

18 時 

ＷＨＯは、委員会を招集し、9 月 12 日 11 時（日本時間同日 18

時）にエックス国のエム市内への不要不急の渡航の延期を勧告し

た。 

9 月 13 日 

10 時 

エックス国現地時間 9月 13 日 8 時より、エックス国とＷＨＯ/Ｇ

ＯＡＲＮの国際対策チームは、エム市内にて早期封じ込め作戦を開

始した。エム市の N地区を中心に半径 5km の範囲を封鎖し、一斉に

リン酸オセルタミビルの投与を行った。国連チームが合流して、生

活必要機材の供与も行われたので、大きな混乱は起こらなかった。

【当日配布シナリオ②】 

日本時間 出来事（注：訓練用のシナリオです） 

9 月 14 日 ＷＨＯはワイ国Ｓ地域において、エックス国から帰国した人がイ

ンフルエンザ（H5N1）に感染していたことを発表。 



 

9 月 17 日 WHO はワイ国Ｓ地域ではこれまでに３人のインフルエンザ（H5N1）

患者が確定し、数名が同様の肺炎症状で入院されていると発表し

た。 

ワイ国保健省は、ＷＨＯに対して調査団の派遣の要請を行った。

ＷＨＯはワイ国からの要請を受けて、専門家を派遣することを決

定したが、すでにエックス国に対して多数の専門家を派遣していた

ため、ワイ国への派遣者が不足していたことから、ＷＨＯ/ＧＯＡ

ＲＮによる緊急参集を試みた。 

 エックス国Ｎ地区での動物の調査の結果、猫、馬、豚などで感染

が確認された。 

9 月 18 日 ＷＨＯは9月 14日にインフルエンザH5N1であることが確認され

た男性から分離されたウイルスが、エックス国のＡ氏夫人より分離

されたウイルスと同一であると発表。 

9 月 21 日 ＷＨＯは疫学調査の結果を踏まえ、パンデミックフェーズを 5に

上げるべきかどうか、緊急電話会議を開催して検討を行った。 

【当日配布シナリオ③】 

日本時間 出来事（注：訓練用のシナリオです） 

9 月 22 日 ワイ国で確認されたインフルエンザ（H5N1）の患者は、新型イン

フルエンザの感染拡大によるものであると判断され、ＷＨＯはパン

デミックフェーズをフェーズ５に上げるとともに、即座に、ワイ国、

エックス国全域に渡航延期勧告を出した。 

ワイ国は、封じ込め作戦を実施するため、ＷＨＯに対してタミフ

ルの供与を依頼した。しかし、ＷＨＯが備蓄しているタミフルの多

くをエックス国に供与しており、ワイ国での封じ込め作戦のための

タミフルが不足していた。ＷＨＯは各国へタミフル供与を依頼し

た。 

ワイ国は以前より協力関係が強い日本に対して、日本国大使館を

通して、タミフル、マスク等の個人防護具（ＰＰＥ）の供与及び臨

床の専門家の派遣について依頼した。 

9 月 24 日 九州の小倉港の海上に、エックス国からの密航者がいるとの通報

があり、現場を確認した海上保安部から海上保安庁に指示を求めて

きた。 

【当日配布シナリオ④】 

日本時間 出来事（注：訓練用のシナリオです） 

9 月 26 日 東北の海山県衛生部より、厚生労働省健康局結核感染症課に以下



 

15 時 

 

の緊急連絡があった。 

40 歳男性の会社員が本日朝方、発熱及び呼吸困難により、救急車

により最寄りの救急病院いろは病院に搬送され、医療機関での問診

により、男性はワイ国に出張し帰国後に発症したことが確認された

ことから、新型インフルエンザの感染を疑われ、いろは病院から保

健所へ連絡があった。 

 保健所は、新型インフルエンザ感染を疑い、検体を採取し、14

時に県衛生研究所に搬入し、現在検査中であり、検査結果は 20 時

頃に出る予定。 

【当日配布シナリオ⑤】 

日本時間 出来事（注：訓練用のシナリオです） 

9 月 26 日 

22 時 

海山県で発熱と呼吸困難を起こしていた患者はインフルエンザ

ウイルスＨ５（Ｎ亜型は不明）に感染していたことが判明した。 

 患者は、いろは病院から県内の感染症指定医療機関である山川第

一病院へ移送された。 

 Ｎ亜型の確定（H5N1 の検査）のため、国立感染症研究所に検体を

送付することとしたが、時間短縮のため、翌朝、県衛生研究所職員

が国立感染症研究所に持参するとの連絡が入った。 

海山県から厚生労働省に対して、疫学調査や臨床の専門家の派遣

の要請があった。 

9 月 27 日 国立感染症研究所に検体が到着し、検査を開始した。 

9 月 30 日 国立感染症研究所による検査の結果、当該ウイルスが新型インフ

ルエンザウイルス（H5N1）であることが確定された。 

【当日配布シナリオ⑥】 

日本時間 出来事（注：訓練用のシナリオです） 

9 月 29 日 在エックス国日本国大使館を経由して、ＧＯＡＲＮにて派遣され

ていた国立感染症研究所職員が発熱を来して、隔離され、その善後

策を問い合わせる公電が届いた。 

同じ頃、エックス国エム市のエム国際空港では、エム市発成田着

の航空便に発熱を隠して搭乗しようとしている人がいたが、この事

実に気が付くヒトはだれもいなかった。 

 


